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研究成果の概要（和文）：本研究ではまず、終末期及び看取りに関わる現場にお勤めの看護師たちにインタビューを行
った（がん看護、訪問看護、循環器、透析室）。そのうえで、西村ユミの方法論に基づきここの看護師のインタビュー
データごとに現象学的に分析を行い、これを学会発表、雑誌論文として発表するとともに、とりわけ『摘便とお花見　
看護の語りの現象学』（医学書院）として単著を公刊した。また海外の学会発表及び雑誌でも研究を公刊している。
そののち精神科病院及び訪問看護ステーションでのフィールドワークを開始した。精神科病院では看護師と患者のコミ
ュニケーションに注目し、参与観察とインタビューを繰り返し、現在データを分析中である。

研究成果の概要（英文）：I first interviewed with nurses who work in the units where the terminal care is 
considered as important task (cancer, visiting nurse, cardiovascular internal medicine, pediatric 
oncology). I used the phenomenological method to separately analyze each interview datum and published in 
several Japanese and foreign journals. Especially, I published a book on this topic (Tekiben to Ohanami, 
Tokyo, Igakushoin, 2013).
After these interview studies, I started the fieldwork research in a psychiatric hospital and in a 
visiting nurse station. In this psychiatric situation, I am focused on the communication between the 
nurses and the patients and started to publish the articles in journals.

研究分野： 現象学
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１．研究開始当初の背景 
現象学的な看護研究は、ジオルジを中心と

するデュケイン学派によるフッサールの現

象学的心理学を質的研究へと導入する方向、

およびベナーによる初期ハイデガーの世界

論を看護師の技能習得の理論化に導入した

議論など、幾つかの系統でこれまでなされて

きた。日本でも彼らの議論が導入されると共

に（例えばジオルジの技法を導入した高橋照

子）、西村ユミによって理論的にはメルロ＝

ポンティを出発点とする形で、独自の現象学

的な看護研究の技法が開発されてきている

とともに、榊原哲也や松葉祥一を代表とする

科研研究が組織され、また西村を中心とした

研究会が精力的に活動する中で、看護師を中

心にこの方法論が普及してきた。 

その中で研究代表者は、哲学研究者として

医療現場でフィールドワークを行うことで、

死の問題、コミュニケーションの問題といっ

た伝統的な哲学の問いを深める可能性が見

通されたのが背景となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究はまず看護師がどのように死の直

前の患者の生をどのように経験しどのよう

にケアするのかを探求することを目的とし

ている。あわせて言語を用いることの困難か

患者と、医療従事者と家族とのあいだの対人

関係がいかなる構造を持つのかを探求する。 

哲学的には、生と死の境目の現象学的な定

義を得ること、そして他者論を作り直すこと

を目的としている。生と死の境目や重い障害

においては、人間の様々な属性が剥ぎ取られ

た状態と人間関係が露出すると類推できる。

従来の哲学が人間の本質として前提として

きた思考（言語活動）や行為あるいは身ぶり

や表情による非言語的なコミュニケーショ

ンまでもが無効になるのが、死の間際や重い

精神障害である。そして医療現場ではそのよ

うな哲学が見逃しがちであった人間経験の

側面が露出するがゆえに、この現場での医療

従事者の経験を探求することは普遍的な哲

学的な主題ともなるのである。 

現象学研究はそれぞれの人による個別の

経験の特異な部分を掬い出すことを目的と

する。それゆえジオルジの現象学的心理学に

基づくと言われる方法論とは異なり、複数の

データから共通要素を抜き出すという一般

化の作業は行わない。特異な経験の細部にこ

そ経験の本質が表現されると考えているか

らである。個別経験の「構造」を明らかにす

ることが目的となる。 
 
３．研究の方法 
・ 看護師を中心とした医療従事者にインタ

ビューを行い、質的研究の一つとして現

象学的な分析を用いる。 

・ 一回のインタビューは１時間から

２時間３０分程度。時間は決めない。

最初に研究テーマの説明を行うほ

かは、非構造化で行う。協力者が連

想したことを自由に語ってもらう。 

・ インタビューについては、言い間違

いや言いよどみ、身ぶりなども記録

した詳細な逐語録を作成する。語り

手の意図を超えた文脈を取り出す

ためである。 

・ データについては、現象学の方法論を用

いて分析する。 

・ たとえばジオルジであれば多数の

データから共通要素を抽出する手続

きをとるため、個別の経験が持つ複

雑な構造を捉えることができない。

本研究の対象は、個別経験がもつそ

のつど新たな構造であるため、既存

の方法は使えないし、あらかじめ枠

を設定するような議論は可能なかぎ

り避ける。 

 
４．研究成果 

本研究ではまず、終末期及び看取りに関わる

現場にお勤めの看護師たちにインタビュー



を行った（がん看護、訪問看護、循環器、透

析室）。そのうえで、西村ユミの方法論に基

づきここの看護師のインタビューデータご

とに現象学的に分析を行い、これを学会発表、

雑誌論文として発表するとともに、とりわけ

『摘便とお花見 看護の語りの現象学』（医

学書院）として単著を公刊した。 

また海外の学会発表及び雑誌でも研究を公

刊している。海外の哲学研究の世界では、こ

のような研究は皆無であり、その意味で、日

本から発信していくことの意義は大変大き

いと実感した。 
これらの研究を通して、看取りを行う看護師

が持つ独特の時間性および空間構成を理解

するに至った。また研究を進める中で方法論

を錬成することができ、とりわけインタビュ

ーそのものの技術、データ分析の技法につい

て大きな知見を得ることができた。 
 看取りに関するインタビュー研究に一つの

区切りがついた後で、精神科病院及び訪問看

護ステーションでのフィールドワークを開

始した。精神科病院では看護師と患者のコミ

ュニケーションに注目し、慢性期病棟や訪問

看護において参与観察とインタビューを繰

り返し、現在データを分析中である。歴史的

な経緯が重たくのしかかる中で現在大きく

変化しつつある現場であり、制度と実践の関

係、患者の拘束と人権の確保の関係など、お

そらくいままでの現象学では問われたこと

がない問題に直面している。 

訪問看護ステーションにおいては、実践に参

与観察するとともに、看護師たちにインタビ

ューを行っている。こちらも現在データ分析

を行っているところである。 
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